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く
ら
い
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
、
言
い
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。二

十
三
年
五
月
三
十
日
、
舞
鶴
上
陸
、
復
員
。

抑

留

記
長
野
県

黒

川

隆

佐

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
二
日
、
飯
島
町
本
郷

に
生
ま
れ
る
。
家
族
は
両
親
と
、
兄
弟
男
二
人
女
五
人
の

七
人
で
、
農
業
を
や
っ
て
い
た
。
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

農
業
、
ナ
シ
を
作
る
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
十
日
、
現
役
兵
と
し

て
高
崎
の
東
部
三
八
連
隊
に
入
隊
、
毎
日
軍
事
訓
練
。
高

崎
の
観
音
様
へ
よ
く
駆
け
足
で
行
く
。
一
月
二
十
九
日
夜

ひ
そ
か
に
軍
用
列
車
で
高
崎
を
出
発
、
九
州
博
多
港
よ
り

乗
船
す
る
。
雨
の
降
る
中
、
帰
還
兵
と
交
代
に
船
に
乗
り

込
む
。
朝
鮮
釜
山
上
陸
、
列
車
に
て
満
州
よ
り
北
支
へ
。

ま
ず
廊
坊
で
体
力
検
査
、
各
中
隊
へ
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ

れ
中
隊
の
駐
屯
地
へ
向
か
う
。
三
中
隊
は
廊
坊
で
初
年
兵

教
育
を
す
る
。
約
三
カ
月
で
切
り
上
げ
る
。
歩
兵
中
隊
で

豊
田
中
隊
長
で
あ
っ
た
。
教
育
が
終
わ
る
と
私
は
豊
台

へ
。
そ
こ
は
北
支
派
遣
軍
の
六
三
師
団
司
令
部
が
あ
り
、

司
令
部
付
で
当
番
を
や
る
。

河
南
作
戦
が
始
ま
り
師
団
は
が
ら
あ
き
で
あ
っ
た
。
六

月
、
河
南
作
戦
は
終
わ
り
を
告
げ
、
八
月
よ
り
九
月
に
か

け
て
部
隊
は
帰
っ
て
来
る
。
陣
第
四
二
八
六
部
隊
（
独
立

歩
兵
二
五
大
隊
）
は
辰
県
へ
集
結
、
私
は
中
隊
の
本
部
付

に
な
る
。

二
十
年
三
月
ご
ろ
よ
り
北
京
地
区
を
警
備
し
て
い
た
六

三
師
団
は
満
州
へ
移
動
。
朝
鮮
を
通
り
九
州
へ
、
沖
縄
へ

行
く
計
画
で
あ
っ
た
が
変
更
し
て
通
遼
に
集
結
。
そ
の
こ

ろ
（
六
月
ご
ろ
）
既
に
ソ
連
参
戦
の
予
想
が
あ
っ
た
。
北

京
地
区
か
ら
部
隊
が
引
き
揚
げ
て
手
薄
に
な
り
残
留
部
隊

が
や
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
追
い
返
す
た
め
に
六
三
師
団

が
出
動
作
戦
に
満
州
の
国
境
を
越
え
北
支
へ
入
る
。
六
月

ご
ろ
で
あ
っ
た
。
作
戦
を
終
え
満
州
へ
帰
る
。
中
隊
は
満

州
奉
天
（
瀋
陽
）
の
糧
秣
廠
に
入
る
。
奉
天
で
終
戦
、
武
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装
解
除
、
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
入
る
。
黒
河
よ
り
ソ
連

へ
、
九
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
。

汽
車
で
二
日
く
ら
い
乗
っ
た
思
い
が
す
る
が
、
炭
鉱
の

街
、
人
口
約
二
万
く
ら
い
と
い
う
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
に
到

着
。
収
容
所
に
入
り
三
年
間
の
苦
労
が
始
ま
る
。
仕
事
は

炭
坑
作
業
や
鉄
道
の
移
動
作
業
、
建
築
、
水
道
の
穴
掘
り

等
い
ろ
い
ろ
の
作
業
が
あ
っ
た
。
私
は
医
務
室
勤
務
で

あ
っ
た
。
発
疹
チ
フ
ス
で
二
十
一
年
の
一
月
よ
り
二
月
に

六
百
人
の
戦
友
が
死
ん
で
い
っ
た
。

二
十
二
年
五
月
、
い
よ
い
よ
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き

た
。帰

国
後
は
農
業
で
ナ
シ
を
作
り
生
計
を
立
て
て
生
活
し

た
。
現
在
、
妻
と
子
供
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

抑

留

記
岐
阜
県

丸

山

清

公

生
年
月
日

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
四
日

本

籍

岐
阜
県
恵
那
市
長
島
町
正
家

軍

歴
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
一
日

浜
松
陸
軍
第
七
航
空
教
育
隊
入
隊

同
年
十
二
月

中
支
派
遣
軍
に
転
属
、
同
月
中
支
に
出
発

昭
和
二
十
年
三
月

一
期
の
終
了
後
、
隼
九
八
六
七
部
隊
（
五
七
飛
行
場

大
隊
配
属
移
動
、
湘
潭
飛
行
場
に
勤
務
）

同
年
六
月

大
隊
移
動
に
よ
り
南
満
州
新
立
屯
飛
行
場
に
向
か
い

七
月
到
着
勤
務
す
る
も
一
カ
月
で
終
戦
と
な
る

抑
留
歴
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